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【請求項４】
　前記大腿部パーツは、裾部で折り返された１枚の生地の両側縁部が互いに重ねられ、前
記前身頃の足刳り形成部と前記後身頃の足刳り形成部とに積層状態で接続され、前記大腿
部パーツの折り重ねられた生地同士が相対的に摺動可能に形成されていることを特徴とす
る請求項１記載の下肢用衣料。
【請求項５】
　前記大腿部パーツは、股下から踝付近までの間の適宜の長さに形成されていることを特
徴とする請求項１記載の下肢用衣料。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、大腿部を覆う形状のインナーやスポーツウエア等の下肢用衣料に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、市場に出ているスパッツ類の大半は、下胴部と大腿部が一枚の布で繋がっており
、運動性は素材の伸びに頼っているものが大半である。その中で、大腿部の動きを阻害し
ない工夫としては、高い伸縮性を有する素材を使用する程度であった。
【０００３】
　その他、例えば所定形状のパーツを縫い合わせて着用感を良好なものにするスパッツと
して、特許文献１の運動用被服がある。この運動用被服は、着用者のウエスト周辺と脚部
等を確実にサポートし、筋肉を保護すると共に運動能力を向上させるものである。
【特許文献１】特開２００３－４９３０４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記従来のスパッツ類は、基本が直立姿勢に合わせたパターンであるため、これら個々
の工夫では股関節の屈曲運動への追従は不十分であった。特に、前屈みになる姿勢をとっ
たり、足を前に上げたりしゃがんだりして、股関節を大きく屈伸することが多いスポーツ
種目では、より身体の動きに対応した形状が求められていた。
【０００５】
　また、従来のスパッツ類は、臀部には生地が伸びて張力が発生して圧力がかかり、大腿
部にも押さえられる方向に力がかかり、運動を妨げる抵抗が身体に生じていた。その他、
足刳り部を切り替えて下胴部と大腿部を別々のパーツとし、繋ぎ合わせた製品も提案され
ているが、伸縮性や運動追従性が十分なものではなかった。同様に、特許文献１の運動用
被服も、股関節を大きく屈伸する際の運動追従性等を向上させるものではなかった。
【０００６】
　この発明は、上記従来の技術の問題点に鑑みてなされたものであり、股関節の屈伸運動
が円滑に行われ、運動に適した下肢用衣料を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、大腿部が挿通する開口部の湾曲した足刳りとなる足刳り形成部を備えた前身
頃と、この前身頃に接続され臀部を覆うとともに前記前身頃の足刳り形成部に連続する足
刳り形成部を有した後身頃と、前記前身頃と前記後身頃の各足刳り形成部に接続され大腿
部が挿通する大腿部パーツとを有し、前記前身頃の足刳り形成部の湾曲した頂点が腸骨棘
点付近に位置し、前記後身頃の足刳り形成部の下端縁は臀部の下端付近に位置し、前記大
腿部パーツの山の高さを前記足刳り形成部の前側の湾曲深さよりも低い形状とし、前記足
刳り形成部の湾曲部分の幅よりも前記山の幅を広く形成し、取り付け状態で筒状の前記大
腿部パーツが前記前身頃に対して前方に突出する形状となる下肢用衣料である。
【０００８】
　前記後身頃のウエスト部から股部までの長さは、前記前身頃のウエスト部から股部まで
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の長さよりも長く形成され、前記大腿部パーツに大腿部を挿入した状態において、大腿部
が前身頃に対して前方に突出した状態で、前記後身頃に大きな張力が掛からない形状であ
る。
【０００９】
　前記足刳り形成部は、身体の転子点付近から腸骨棘点付近を通り股底点脇付近に至る湾
曲した足刳り部分と、前記転子点付近から股底点脇まで膨らんだ曲線で臀部裾ラインを包
み込み、且つ臀部裾部分に密着する形状である。
【００１０】
　また、前記大腿部パーツは、裾部で折り返された１枚の生地の両側縁部が互いに重ねら
れ、前記前身頃の足刳り形成部と前記後身頃の足刳り形成部とに積層状態で接続され、前
記大腿部パーツの折り重ねられた生地同士が相対的に摺動可能に形成されている。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の下肢用衣料は、大腿部を屈曲した姿勢に沿う立体形状に作られ、股関節の屈伸
運動に対して生地の伸張が少なく、生地にかかる張力が小さい状態で運動を行うことがで
きる。これにより、屈伸運動等の際に生地による抵抗が少なく、体にかかる負担が少なく
円滑に運動することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】この発明の一実施形態の下肢用衣料の正面図である。
【図２】この実施形態の下肢用衣料の背面図である。
【図３】この実施形態の下肢用衣料の各パーツの展開図である。
【図４】この実施形態の下肢用衣料の使用状態を示す右側面図である。
【図５】この実施形態の下肢用衣料の他の使用状態を示す右側面図である
【図６】この発明の他の実施形態の下肢用衣料の各パーツの展開図である。
【図７】この発明のさらに他の実施形態の下肢用衣料の各パーツの展開図である。
【図８】この発明のさらに他の実施形態の下肢用衣料の各パーツの展開図である。
【符号の説明】
【００１３】
１０　スパッツ
１２　前身頃
１４　後身頃
１６　股部パーツ
１８　大腿部パーツ
２０，２８　ウエスト部
２４，２５，３２，４６　足刳り形成部
３６　裾部
４０　足付根部
４０ａ　山
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、この発明の実施形態について図面に基づいて説明する。図１、図２はこの発明の
一実施形態を示すもので、この実施形態の下肢用衣料は、ウエストから大腿部の中間付近
に達する半ズボン形のスパッツ１０である。スパッツ１０は、伸縮性を有する編地等の生
地で作られている。スパッツ１０は、下胴部の前側から両脇までを覆う前身頃１２と、下
胴部の後側を覆う後身頃１４と、前身頃１２の下端部の中心と後身頃１４の下端部の中心
を連結する股部パーツ１６から成る。さらに、前身頃１２と後身頃１４、股部パーツ１６
で形成され大腿部が挿通する開口部に、大腿部を覆うように筒形に形成された一対の大腿
部パーツ１８が設けられている。
【００１５】
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　次に各パーツの形状について説明する。図３はスパッツ１０を展開した状態を示したも
のであり、前身頃１２は、ウエスト部２０と、ウエスト部２０の両側の大腿部付け根の腸
骨棘点ａ付近で、ウエスト部２０に対してほぼ直角に裁断された腰部前側縁２２が設けら
れている。腰部前側縁２２の身体前中央側には、腰部前側縁２２の下端部から連続して切
り欠かれた一対の足刳り部を形成する足刳り形成部２４が各々設けられている。
【００１６】
　足刳り部は、スパッツ１０を縫製したときに大腿部が挿通する開口部となるもので、後
述するように、後身頃１４にも、その側縁から下端縁に繋がって足刳り形成部２５が形成
されている。一対の足刳り形成部２４は、前身頃１２の下端部の中心寄り位置から、ウエ
スト部２０に近づくにつれて互いに離れるように傾斜して形成されている。一対の足刳り
形成部２４の間の縁部は、股部パーツ１６が連結される前股部２６となっており、僅かに
上方に湾曲する曲線で形成されている。
【００１７】
　後身頃１４は、大きく開いた略Ｖ字形に形成された縁部のウエスト部２８が設けられ、
ウエスト部２８の中央にＶ字状に切除されたウエストダーツ２９が設けられ、ウエスト部
２８の両端から、ウエスト部２８に対してほぼ直角に離れる方向に延出するほぼ直線の腰
部前側縁３０が設けられている。腰部前側縁３０は、前身頃の腰部前側縁２２と等しい長
さで、ウエスト部２８から離れるに従い、僅かに互いに離れるほうへ広がっている。
【００１８】
　腰部前側縁３０の下端には、後身頃１４の下端へ向かう足刳り形成部２５が形成され、
足刳り形成部２５の身体中央側端には、Ｖ字状に切除された臀部ダーツ３１が設けられて
いる。臀部ダーツ３１の身体中央側端には、足刳り形成部３２が一対設けられている。足
刳り形成部３２は、スパッツ１０を縫製したときに前身頃１２の足刳り形成部２４に連続
して大腿部が挿通する開口部を形成するものである。
【００１９】
　一対の足刳り形成部３２の間は、股部パーツ１６が連結される後股部３４であり、僅か
に上方に湾曲する曲線で形成されている。そして、後身頃１４のウエスト部２８から後股
部３４までの長さは、前身頃１２のウエスト部２０から前股部２６までの長さよりも長く
形成されている。足刳り形成部２４，２５により形成される足繰りの形状は、ウエスト部
２０に一番近いところを頂点とする略三角形状であり、ウエスト部２０に近い頂点は丸く
湾曲して設けられている。
【００２０】
　大腿部パーツ１８は、僅かに内側に湾曲する曲線で形成された裾部３６が設けられ、裾
部３６の両端部から裾部３６に対してほぼ直角に離れる方向に延出するほぼ直線の大腿部
後側縁３８が形成されている。各大腿部後側縁３８間の、裾部３６とは反対側の縁部には
、外側になだらかに膨出する山４０ａが形成された足付根部４０が設けられている。足付
根部４０は、スパッツ１０を縫製したときに前身頃１２の足刳り形成部２４、後身頃１４
の足刳り形成部２５，３２、股部パーツ１６も足刳り形成部４６が連続して形成する開口
部に縫い合わされるものである。足付根部４０の山４０ａの縁部は、前身頃１２の足刳り
形成部２４と等しい長さに形成され、足刳り形成部２４に縫い合わされる部分である。こ
こで、足付根部４０の、足刳り形成部２４，２５に取り付ける山４０ａの高さをｈ１とし
、足刳り形成部２４，２５の湾曲深さをｈ２とすると、ｈ１はｈ２よりも低い形状である
。また、足付根部４０の山の幅をｗ１とし、足刳り前部２４，２５の湾曲部分の幅をｗ２
とすると、互いに縫い付けられる同じ位置間で、ｗ１はｗ２よりも広い形状となっている
。
【００２１】
　股部パーツ１６は、一方向に長い略鼓状に形成され、長手方向の一端部は前身頃１２に
連結される前身頃連結部４２であり、長手方向の他端部は後身頃１４に連結される後身頃
連結部４４である。いずれも外側に湾曲する曲線で設けられている。股部パーツ１６の長
手方向に沿う両側縁部は、足刳りの一部を形成し大腿部パーツ１８に連結される足刳り形
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成部４６であり、内側に湾曲する曲線で設けられている。股部パーツ１６は、前身頃連結
部４２よりも後身頃連結部４４が長くなるように、後身頃連結部４４に近づくほど足刳り
形成部４６が徐々に離れて幅広に形成されている。
【００２２】
　そして、後見頃１４の足刳り形成部２５，３２及び股部パーツ１６の足刳り形成部４６
の股底点までの型紙での長さが、人体上の長さで転子点ｂからヒップ裾ラインを通り股底
点脇に至るまでの長さよりも短いものである。
【００２３】
　この実施形態のスパッツ１０の製造方法は、まず、左右の臀部ダーツ３１及びウエスト
ダーツ２９を縫い合わせる。次に、前身頃１２の前股部２６に股部パーツ１６の前身頃連
結部４２を取り付ける。前身頃１２と後身頃１４の、左右の腰部前側縁２２と腰部前側縁
３０を縫い合わせる。そして、一連に連結された各足刳り形成部２４，２５，３２，４６
に大腿部パーツ１８の足付根部４０を縫い合わせる。このとき、大腿部パーツ１８の片方
の大腿部後側縁３８と足付根部４０の成す角の部分が、前身頃１２に既に取り付けられて
いる股部パーツ１６の後身頃連結部４４と足刳り形成部４６が成す角部分に位置する。ま
た、大腿部パーツ１８のもう片方の大腿部後側縁３８と足付根部４０の成す角部分が、後
身頃の後股部３４と各足刳り形成部３２の成す角部分に位置する。
【００２４】
　次に、片方の大腿部パーツ１８の大腿部後側縁３８同士を縫い合わせ、そのまま連続し
て後身頃１４の後股部３４と股部パーツ１６の後身頃連結部４４を縫い合わせ、更に連続
してもう片方の大腿部パーツ１８の大腿部後側縁３８同士を縫い合わせる。最後にウエス
ト部２０，２８、裾部３６の仕上げ処理及び縫い端の処理をする。なお、縫い合わせる順
番はこれに限定されず、適宜変更可能である。
【００２５】
　縫い合わされたスパッツ１０は、後身頃１４の足刳り形成部３２が丸く下方に回り込み
、筒状に形成された大腿部パーツ１８が前方の斜め下方に突出する立体形状となる。即ち
、基本の立体形状が、着用者が前屈みに軽く屈曲した姿勢に沿う形状になっており、足の
運動性に適した形状に形成される。
【００２６】
　縫製されたスパッツ１０を着用したとき、前身頃１２の足刳り形成部２４は、図１に示
すように、股底点脇から上方に延出して足の付け根の腸骨棘点ａ付近を通過し、大腿部外
側上方の転子点ｂ付近の上方を通過して湾曲し、後側下向きに延出して、後身頃１４の足
刳り形成部３２に連続する。後身頃１４の足刳り形成部３２は、臀部の下端部に沿って股
底点付近に達している。足刳り形成部２４の一番高いところは腸骨棘点ａ付近である。ま
た、臀部ダーツ３１の縫合線は、臀部の一番高いところよりも僅かに側方に位置して上下
に通過している。
【００２７】
　この実施形態のスパッツ１０によれば、伸縮性のある素材を使用し、臀部の生地分量を
確保し、足刳りのパターンの形状の工夫により、身体の腸骨棘点ａ付近から前方の生地の
立体的方向性が確保されるため、着用時に股関節の前方への屈伸抵抗が少なく運動しやす
く、疲れにくいものである。即ち、臀部に関しては、股関節の屈曲時に臀部に過度の生地
張力が掛からないように生地分量を十分に多く取り、且つヒップ裾ラインがずれないよう
ヒップ裾ライン長を短くしている。特に、このスパッツ１０は、着用者が軽く前屈みにな
った姿勢に沿う立体形状に作られ、この姿勢では生地にあまり張力が発生しないため身体
が圧迫されず、またさらに深く屈む動作をするときの負荷も少なく抑えられるものである
。また、大腿部パーツ１８が前方に盛り上げられた立体形状になるため、図４、図５に示
すように足を上げたりしゃがんだりする動作のとき、大腿部にかかる生地の抵抗が小さく
、容易に運動することができる。さらに、生地が身体の動きに追従するため、衣服ズレも
軽減することができる。また、後身頃１４が前身頃１２よりも上下に長く形成されている
ため、図４、図５に示すように足を上げたりしゃがんだりする動作のとき、後身頃１４に
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がることもない。
【００２８】
　その他、臀部ダーツ３１の縫合線は、臀部の一番高いところよりも僅かに脇のほうへ移
動した位置を通過しているため、屈伸時の臀部の動きに追従する生地分量を十分に持つこ
とができる。また、縫合線は周囲の生地よりも伸縮性がやや落ちるため、このことによる
着用時の違和感もなくすことができる。
【００２９】
　なお、この発明は上記実施形態に限定されるものではなく、図６に示すような各パーツ
形状でも良い。この実施形態の下肢用衣料もスパッツについてのもので、互いに対称に２
分された形状の後見頃４８，４９を有し、ウエスト部にウエストパーツ５０を設けたもの
である。そして、上記実施形態の臀部ダーツを無くし、後見頃４８，４９の上端縁中央付
近とウエストパーツ５０の中央下部との間の一対のダーツにより、臀部の形状を立体的に
形成している。これにより、上記実施形態と同様の効果を得ることができ、さらに、ウエ
ストパーツ５０に張力の強い生地を用いることにより、腰部のホールド感を向上させるこ
とができる。
【００３０】
　また、図７に示すように、上記臀部ダーツを無くし、前身頃１２と後見頃１４の間の腰
部前側縁２２，３０による一対のダーツにより、臀部の形状を立体的に形成しても良い。
さらに、前身頃１２の側縁部に張力の強い素材を使うことで、ヒップホールドとヒップア
ップ効果を持たせることが出来る。
【００３１】
　さらに、図８に示すような展開図形状のものでも良い。この実施形態では、上記臀部ダ
ーツとウエストダーツを繋いで、前身頃１２と後見頃１４の1本の切り替えラインにする
ことで、上記実施形態と同様の効果を得ることができるとともに、より多くの臀部部分の
ゆとりを自然な形状で持たせることができる。
【００３２】
　また、大腿部パーツ１８は、図３に示す形状の裾部３６の端縁を対称軸とした生地形状
に形成し、その裾部３６の対称軸で折り返された１枚の生地で構成しても良い。そして、
折り返した状態で裾部３６に対する両側縁部である２枚の足付根部４０を互いに重ね合わ
せて、前身頃１２の足刳り形成部２４や後身頃１４の足刳り形成部３２等に縫い付けても
良い。この場合、折り重ねられた大腿部パーツ１８の生地同士は、相対的に摺動可能に形
成されている。
【００３３】
　これにより、図５に示すような動作の連続屈伸運動においても、大腿部パーツ１８が大
腿部の上方に摺り上がるのを防止し、より良好な着用感を得ることができる。
【００３４】
　その他、裾の長さやウエストの位置など変更可能であり、用途も球技や水泳等のスポー
ツ用の衣料や、下着等いろいろな物に利用することができる。各パーツの形状も、スポー
ツの種類や着用者の体形等に合わせて変更可能である。
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】

【図５】
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【図６】 【図７】

【図８】

220



(9) JP 4213194 B2 2009.1.21

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２００３－８９９０５（ＪＰ，Ａ）
              特開２００３－２９３２０３（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              A41D  13/00

221


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

